
                地域密着型金融の取組事例（2018年） 

  

 

経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に適した資本供給手法の提供 

 

 (4)復興ファンドの出資について 

農林中央金庫 福島支店（福島県） 

 

新規 継続 

○ 

  

（  年  月） 

 

1 動機（経緯） 

今回の投資先となる有限会社Ａは、福島県石川郡浅川町にて養鶏業（採卵業）を営む農業

法人です。 

東日本大震災の原発事故に伴う風評被害により、鶏卵価格の下落や県外販売先との取引縮

小等を余儀なくされましたが、今回、ヨークベニマル全店舗に供給する、純国産鶏の高付

加価値たまご『平飼いたまご』の生産拠点として平飼い鶏舎を新設しました。 

2 概要・成果 

農林中央金庫 福島支店では、Ｂ投資育成株式会社と連携し、福島県石川郡浅川町の有限

会社Ａに対して復興ファンドの出資を行いました。当社に対する金融面での助言（コンサ

ルタント機能の提供）を行うとともに、設備資金の融資および中長期的な財務基盤の安定

化に向けた金融対応として、Ｂ社と連携のうえ出資を行いました。 

3 今後の予定 

アニマルウェルフェア（※）に取り組むなど、生産体制の差別化と効率化を図りながら、

顧客ニーズや用途の多様化への対応に取組むことにより、飼養規模の拡大による生産量増

加・地域雇用増大への貢献を行っていきます。 

※快適性に配慮した家畜の飼育管理体制 

 

【今回新たに新設した石川農場の様子】 

    

  

                                    

 


